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滝川市のコミュニティ・スクール

2年目がはじまりました
4月6日(月)は， 滝川市内の小・中学校では始業式，4月7日(火)には，入学式が行われました。

新型コロナウイルスの影響で実施できるのかどうか心配されていましたが，無事終了致しました。

児童・生徒の皆さん，保護者の皆様，ご入学・ご進級おめでとうございます。子どもたちの新しい

門出に幸多かれと，心からお祝いを申し上げます。

さて，滝川市では， 滝川市教育推進計画で定めた基本理念であります

「未来を拓く『たきかわっ子』の育成」

「誰もが学び，誰でも参加できる環境づくり」

を目指し，学校と地域が一体となって子どもたちを育めるよう「地域とともにある学校づくり」を進

める仕組み，『コミュニティ・スクール』制度を導入し，2年目を迎えました。『コミュニティ・スクー

ル』とは，学校運営協議会が設置された学校，あるいは制度そのものを指す通称です。(以下，CS)

CSには，下記の5つの役割があります。

①学校運営の基本方針を承認する。

②教育委員会，又は校長に意見を述べることができる。 《委員構成》

③毎年度1回以上，運営状況について評価を行う。 ･保護者 ･地域住民

④学校のニーズを共有し，学校支援活動の企画・調整を行う。 ･学校関係者 等

⑤地域住民の理解や協力，参画が得られるよう情報提供に努める。

CSの仕組みについては下図のとおりです。今後ともCSの取り組みにご注目いただき，皆様のご

理解とご支援，ご協力をお願い致します。


